
   

表 5-1 野ネズミ発生予察調査によるエゾヤチネズミ捕獲数と目安となる殺そ剤散布

回数 

齢級 

野ネズミ発生予察調査による捕獲数（/0.5ha） 

0 頭 1～4 頭 5～10 頭 11～20 頭 21 頭以上

I ～Ⅲ齢級 散布は行

わない 

0～1 回 1 回，ただし被害状況

が甚だしいと判断さ

れるときは 2 回 

1～2 回 1～2 回 

Ⅳ齢級以上 0 回 0～1 回 

北海道水産林務部「野ねずみ防除基準の基本的考え方」による 

 

物理的な防除として，造林地の周囲に野ネズミの侵入を妨げる防そ溝を設置する方

法や，金網などを単木的に巻き付ける方法がある。防そ溝は毎秋に補修が必要である。 

（２）エゾシカ 

ア 被害の実態 

エゾシカによるトドマツへの被害の形態には，枝葉の食害，樹皮の食害，角こすり

がある（図 5-2）。 

 枝葉の食害は，カラマツ類や広葉樹に比べると少ないが[２]，頂枝が食害を受けると

側枝が翌年以降に直立して新たな幹として成長するため，二又など形質不良木となる

場合があり，樹高成長も遅れる。 

 樹皮の食害や角こすりは，胸高直径 15cm 以下に多く発生する[３]。幹に傷が付くと

ほぼすべてが腐朽し，トドマツはカラマツよりも腐朽の進み方が早いため[４]，被害を

受けないよう対策をする必要がある。 

 

 

枝葉の食害 

 

樹皮の食害 角こすり 

図 5-2 エゾシカ被害 
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イ 被害の防除 

エゾシカの影響は森林被害にとどまらず，農業被害や交通事故など多方面に及ぶ。

そのため，地域ごとに関係機関が連携して個体数管理を行う必要がある。森林被害に

対しては，防護柵や単木的な防除資材による物理的防除，忌避剤による防除がある。 

一つの防護柵で広い造林地を囲むと，1 箇所からエゾシカの侵入を受けた場合に大

きな被害が生じる。防護柵の損傷はないか，エゾシカの侵入した形跡はないか，など

定期的な点検が重要である。また，エゾシカが侵入する場合，柵を跳び越えるよりも，

柵の下部のわずかなすき間をくぐる場合が多いので，設置時に注意する。 

幼齢造林地における食害に対して，忌避剤は防護柵や食害防除資材よりも安価に実

施可能である。トドマツに適用可能な忌避剤として，噴霧器で散布するタイプと手袋

により保護したい部分に塗布するタイプが農薬登録され，市販されている。 

食害防除資材には，プラスチック製の筒状あるいはネット状の資材を金属製の支柱

で固定するものと，柔軟なネット状の資材をグラスファイバー製支柱で設置するもの

がある。これらの資材で保護されている部分はエゾシカの食害を受けることはないが，

資材の設置や廃棄のコストがかかるほか，資材内部の温度条件などが通常とは異なる

ため，樹木の生育に障害が生じることもある。筒状の資材をトドマツに設置した場合，

冬季に多くの苗木が枯死した例がある[５]。また，これらの資材を積雪地で使用するに

は，積雪に耐える強度が必要になる。グラスファイバー製支柱を用いる資材は，資材

が苗木とともに積雪によって倒伏する。春には傾いた資材や苗木の修復が必要である。 

樹皮の食害に対しても，忌避剤を適用することができる。薬剤を樹幹に散布または

塗布する。しかし，角こすりに対する効果は期待できない。 

除間伐で発生した枝条を幹に巻き付けることで，角こすりによる被害を 4～5 年間程

度防除することができる（図 5-3）。そのほか，樹皮の食害や角こすりに対しても防護

ネットなど各種防除資材が市販されている。 

 
図 5-3 枝条巻き付けによる角こすりの防除 
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また，トドマツの枯れ枝は 40～50 年生でも残っている場合が多い。そのため，枯れ枝

による死節が形成され，材質に対して影響を与える可能性が高く，枝打ちが必要とな

る。一方，トドマツの場合，全木枝打ちの後に，凍害やヤニ垂れといった問題が生じ

る場合がある。枝打ちの強度は，立木の樹高成長や林分密度などを勘案し，林縁木の

枝打ちを控えたり，あるいは主伐候補木に絞って施業を行ったりすると，枝打ちをし

ない立木の樹冠が周辺の枝打ち木の幹を保護する。具体的には，主伐候補木について，

地位指数 20 より上では，地上高 8m まで，地位指数 15～20 では地上高 4m までの枝打

ちを，樹高に対する枝打ち高の比率が 50％以下にとどめて早期に行うことを推奨する。 

 

図 6-1 北海道トドマツ人工林の林分密度管理図 

上層高と平均胸高直径により，林分材積と林分密度

との関係を把握することができる。 
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